
“助け合う・支え合う・分かち合う
  人が繋がるまちづくり”

潮田西部地区
第5期地区別計画
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キャッチフレーズ

具体的な活動

第5期計画で力を入れたいこと

他者を認め、お互いを活かし、共生・協働できるまちづくりの推進 ～絆、交流、外国につながる人～1

参加しやすい地域のイベントを企画・実施しよう。

さまざまな憩いの居場所をつくろう。

だれもが参加しやすい防災訓練を実施しよう。

外国につながりのある住民と交流しよう。
架け橋となる人材を育成しよう。
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具体的な活動

助け合いの輪を広げるまちづくりの推進 ～安全対策、災害対策、要援護者対策～2

①～⑨の取組を充実させ、助け合いの輪を広げていこう。
①声かけ・挨拶運動　②要援護者支援　③防災訓練
④災害時安否確認（黄色いタオル）　⑤安心安全マップ（消火栓）
⑥食品ロスの削減（フードドライブ） 
⑦あいねっと推進会議
⑧地域資源の発掘・地域ならではの魅力創出　⑨後継者探し

具体的な活動

元気なまちづくりの推進 ～地域資源、健康づくり、人材発掘、他組織との交流～3

スポーツ交流会を通じて健康づくりに取り組もう。　　　
健康のために体操を続けよう。
仲間と一緒にウォーキングをしよう。
熱中症予防対策をしよう。
国際学生会館と交流しよう。

鶴見川と海側の工場地帯に挟まれた平坦な
地域で、地区の中央を潮風大通りが通って
います。地域には、潮田交流プラザ（潮田地
域ケアプラザ、潮田地区センター、横浜市国
際学生会館）、汐入小学校などがあります。

■15歳未満　■15～64歳　■65歳以上

【年齢３区分別人口グラフ】

総数3,921人

911人
23.2%

366人
9.3%

2,644人
67.4%

"安心・安全・支え合い　人が育む　まちづくり"

第5期計画はこのようにつくりました

あいねっと鶴見区計画第５期を参考に、これまでの４期の活動を地区計画にど
のように継続して発展していけるかを考えながら作成しました。

作業の過程では、後継者にどう引き継いでいくか、担い手をどのように増やして
いくかも意識しながら進めていきました。

７月23日に方向性検討を、８月23日に素案作成委員会を、９月７日にあいねっと
推進会議を行い、皆で意見を出し合いました。

目標❶ 地域みんなで支え合うまちづくり

これまでの計画（第４期）の振り返り

支え合いパーティーをとおして、食品ロスの削減の取組としてのフードドライブ・ウォーキング・
健康体操等の健康づくりを実践。海外のお茶で外国籍の人と交流を図る。熱中症予防・火災予防の
チェックリストを配布。HUG防災訓練、小学生の放水訓練を実施。

目標❷ 地域の中で資源の掘り起こし

各イベントについて、次世代の担い手を中心に企画運営に携わり、組織の強化を図る。
目標１のイベントをつうじた居場所づくりを実施。住民アンケ―トを実施。

目標❸ 地域の資源・情報を活用した組織づくり

自治会にwi-fiの導入・学校交流（計算道場・ミシンかけ・イベント参加）・国際学生会館との交流・
あいねっと推進会議で情報発信

出典「横浜市統計ポータルサイト」、「住民基本台帳」（令和7年9月末日現在）※集計上の誤差があり、実態と一致しない場合があります。

2023年９月  潮田交流プラザ秋まつり
インターナショナルカフェ

2024年12月  汐入小防災拠点訓練
ＨＵＧ訓練を実施

2024年８月
支え合い(愛)パーティー

ラダートレーニング

2024年７月 納涼祭
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